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員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
委
員
と
し
て
活
動

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、

委
員
会
が
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
」
へ
発

展
し
て
、
室
長
に
就
任
し
た
こ
と
で
本
格
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

実
際
に
取
り
組
ん
で
痛
感
し
た
の
は
、
制
度

や
仕
組
み
を
整
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

く
、「
意
識
改
革
」
こ
そ
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

同
時
に
最
も
難
し
い
点
で
す
。
無
意
識
の
思
い

込
み
や
、
長
年
の
慣
習
に
基
づ
く
価
値
観
は
、

誰
で
も
簡
単
に
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
こ
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
真
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
は
実
現
し
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

○
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は 

 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
一
言
で
言
え
ば

「
多
様
性
」
で
す
。
性
別
や
年
齢
、
障
害
の
有

無
、
国
籍
な
ど
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ

と
り
を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
や

組
織
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

 

私
が
考
え
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
、
次
の
３

つ
が
揃
っ
て
初
め
て
機
能
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
「
多
様
性
（
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
）」

で
す
。
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
背
景
や
価
値 
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
鍵
は
、 

 
 
 
 
 

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革 

 

当
財
団
が
取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
考
え
る
上
で
、
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
」
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
今
年

度
か
ら
学
校
等
で
の
講
座
の
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
本
講
座
の
講
師
で
あ
り
、
山
口
東

京
理
科
大
学
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長

を
務
め
る
堤
千
佳
子
先
生
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
と
は
何
か
、
山
口
県
の
現
状
、
今
後
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
「
意
識
改
革
」

の
ヒ
ン
ト
に
迫
り
ま
す
。 

       

○
取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け 

私
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
本
学
に
「
女
性
活
躍
推
進
委 

観
、
特
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

二
つ
目
は
「
公
平
性
（
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
）」
で

す
。
単
な
る
平
等
で
は
な
く
、
立
場
や
違
い
に

応
じ
て
必
要
な
支
援
や
配
慮
を
行
い
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
で
、
最

近
は
、
こ
の
考
え
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
「
包
摂
性
（
Ｉ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
）」

で
す
。
こ
れ
は
、
多
様
な
人
が
安
心
し
て
参
加

し
、
意
見
を
述
べ
て
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
３
つ
が
揃
う
こ
と
で
、
組
織
や
地
域
の
創

造
性
が
高
ま
り
、
誰
も
が
「
こ
こ
に
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
社
会
に
近
づ
く
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
山
口
県
内
の
現
状 

山
口
県
は
、
全
国
的
に
み
て
も
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。
県
と
し
て
、
知
事
を
中
心
と
し
た
女

性
活
躍
応
援
団
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
な

ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
取
組
は
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
固
定
的
な
性
別
役
割
意
識
な

ど
、
長
年
の
文
化
的
背
景
が
影
響
し
て
い
る
た

め
変
化
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。 

本
県
は
、
女
子
の
大
学
進
学
率
が
全
国
と
比

べ
る
と
低
く
、
保
守
的
な
傾
向
も
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
少
な
い 

 

堤 千佳子さん 

財団イベントスケジュール 

開 催 日 イベント名 料 金 時 間 

 6/14㊐ 秋吉台映画村 Vol.18「白鍵と黒鍵の間に」 一般800円、高校生以下300円 13:40～ 

 6/27㊏ 
アーティスト・イン・レジデンス 
交流プログラム「How to Burn 制作中！」 

無料（先着 20 名） 14:00～15:30 

7/18㊏ 
山口県知事賞受賞記念コンサート Vol.5 
（会場：クリエイティブ・スペース赤れんが） 

一般1,000円、学生500円 13:40～ 

7/25㊏、26㊐ 
アーティスト・イン・レジデンス 
交流プログラム「The Prayer」 

無料 10:00～17:00 

8/11㊋・㊗ 
 16㊐ 

秋吉台ミュージック・アカデミー 
 2days ガラ・コンサート 

1回券:一般3,500円、学生2,500円 
2回券:一般5,000円、学生4,000円 

14:00～ 

9/ 6㊐～8㊋ 第 15 回秋吉台音楽コンクール テューバ部門 無料 10:00～（予定） 

 

るなら、紙媒体が無くなっても読めるようにウェブ 

県民活動推進委員リレーコラム  Vol.13 

「地域全体で、子どもたちを育てるまちへ」 

 萩市では、少子化や教員 

不足などを背景に、学校部 

活動を地域へ移行する取組 

が進められています。 

 私は、学校教育と地域ク 

ラブの両方に関わる立場から、「地域みんなで子ども

たちを支える環境づくり」に取り組んでいます。 

 これまでの学校部活動は、学校単位で活動するこ

とが当たり前でしたが、子どもの減少により活動の

継続が難しくなってきています。 

 そこで、一般社団法人「絆スポーツクラブ萩」を

設立し、陸上競技・軟式野球・ソフトテニス・吹奏

楽などの地域クラブ活動に加え、地域の方々と連携

した体験活動や交流活動も行っています。 

 活動の中で大切にしているのは、競技力向上だけで

なく、子どもたちが地域とつながり、「ここに居場所が

ある」「挑戦してみたい」と感じられる環境づくりです。 

 また、こうした活動は、子どもだけでなく、大人同

士のつながりや地域コミュニティの活性化にもつな

がり始めています。陸上競技の指導を通して、子ども

たちの成長や、地域の方々が支え合う姿を見るたび

に、大きなやりがいを感じています。 

 少子高齢化が進む時代だ 

からこそ、スポーツ文化活 

動を通じて、人と人がつな 

がる「萩のまちづくり」に、 

これからも取り組んでいき 

たいと思います。 

藤原 昌隆さん 
（(一社)絆スポーツク

ラブ萩：萩市） 

 

開 催 日 イベント名 主 催 者 会 場 

 7/18㊏ 
若者チャレンジ応援事業助成金交付式＆ 
団体交流会 

財団 KDDI 維新ホール 

 8/ 1㊏、8㊏ 
  22㊏、29㊏ 

きらめき活動助成事業中間報告会 財団 
岩国市内、下関市内 
ZOOM、防府市内 

8/19㊌、9/16㊌ 
10/21㊌、11/25㊌ 

女性リーダー養成セミナー①～④ 山口県経営者協会・財団 山口市内 

10/12㊊・㊗ 県民活動フェスタ やまぐち県民活動促進実行委員会 ルルサス防府 

10/20㊋、11/25㊌ 男性管理職セミナー①、② 山口県経営者協会・財団 山口市内 

10/24㊏～25㊐ きららでキラリ！県民つながるフェスタ やまぐち県民活動促進実行委員会 山口きらら博記念公園 

11/ 4㊌、18㊌ きらめきスキルアップセミナー NPO法人あっと・財団 山口市内 

11/29㊐ 男女共同参画推進イベント 実行委員会・下関市・財団 下関市内 

 （秋吉台国際芸術村） 

kennminnkat 
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令和８年度きらめき活動助成金交付式 

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
し

て
い
く
た
め
に
は
、
特
定
の
層
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
が

活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
「
意
識
改
革
」

が
必
要
で
す
。 

○
大
学
が
進
め
て
い
る
こ
と 

 

近
年
、
多
く
の
大
学
で
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
室
」
の
設
置
が
進
み
、
独
自
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

本
学
で
は
、
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
女

子
を
対
象
と
し
た
「
女
子
枠
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
多
様
な
視
点
を
理
系
分
野
に

取
り
入
れ
、
女
性
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
女
子
学
生
の
在
籍
が
少
な
い
工
学
部

の
女
子
学
生
を
対
象
に
、
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
、
女
性
教
員
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
女

子
交
流
カ
フ
ェ
」
の
開 

催
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
女
子
交
流
カ
フ
ェ 

は
、
理
系
分
野
で
活
躍 

を
目
指
す
女
子
学
生
に 

は
貴
重
な
情
報
共
有
の 

場
で
あ
る
た
め
、
女
子 

学
生
か
ら
継
続
し
て
ほ 

し
い
と
言
わ
れ
て 

い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
教
職 

員
が
安
心
し
て
就 

業
で
き
る
よ
う
に
、 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト 

企
業
と
し
て
「
く 

る
み
ん
」
認
定
の 

取
得
な
ど
の
環
境
整
備
や
、
教
職
員
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
「
チ
ル
ド
レ
ン
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
」
な
ど
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

大
学
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
す
る
姿

勢
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
学
生
は
安
心
し
て

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
、
教
職
員
も
働
き
や

す
く
な
り
、
大
学
全
体
の
教
育
力
・
研
究
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス 

～
物
語
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
化
か
ら
気
づ
く
～ 

「
料
理
は
お
母
さ
ん
が
作
る
も
の
」
「
理
系

は
男
子
の
分
野
」
な
ど
、
私
た
ち
は
日
常
の
中

で
無
意
識
の
思
い
込
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
家
庭
環
境
や
、
文

学
・
物
語
の
世
界
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。 

 

例
え
ば
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
の

よ
う
に
「
王
子
様
を
待
つ
受
け
身
の
プ
リ
ン
セ 

 

 

ス
」
か
ら
、
ア
リ
エ
ル
や
ベ
ル
、
そ
し
て
近
年
で

は
ア
ナ
や
モ
ア
ナ
の
よ
う
に
「
自
ら
動
く
積
極

的
な
主
人
公
」
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
人
種
的
多

様
性
も
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、『
赤
毛
の
ア
ン
』
や
『
若
草
物
語
』
は
、

当
時
の
女
性
の
職
業
選
択
や
結
婚
観
、
差
別
な

ど
の
問
題
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視
点
で
読

み
取
れ
ま
す
。 

物
語
の
変
化
は
社
会
の
変
化
を
映
し
出
す
鏡

で
あ
り
、
私
た
ち
の
価
値
観
を
更
新
す
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
物
語
の
読
み
替

え
」
を
通
じ
て
、
自
分
の
中
の
無
意
識
の
思
い
込

み
に
気
づ
き
、
他
者
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と 

 

こ
れ
か
ら
最
も
力
を
入
れ
た
い
こ
と
は
、
未

来
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
と
「
意
識
改
革
」
で
す
。 

 

特
に
重
要
な
の
が
、
無
意
識
の
思
い
込
み
に

気
づ
く
こ
と
で
す
。
悪
気
の
な
い
偏
見
が
誰
か

の
選
択
肢
を
狭
め
、
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ
た
め
、
教
育
の
場
な
ど
で
意
識
づ
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
り
、
多
様
な
個

性
が
尊
重
さ
れ
る
山
口
県
を
目
指
し
て
、
啓
発

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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交付団体一覧 

○自立支援「ゆめ」プログラム 

団体名（代表者名） 所在地 

THINK PINK SHIMONOSEKI 
（小川 優子） 下関市 

Team ファルジャパン 
（木村 美枝子） 

宇部市 

Re:Born Japan 
（西口 恵利子） 

宇部市 

クリエイターズネット山口 
（石光 真由美） 山口市 

ながとオーガニックマルシェ
実行委員会 
（石田 香織） 

長門市 

いきいきじかんチェアー 
（吉川 美奈） 

周南市 

スマイルプランミュージック 
（寄本 和美） 

山陽小
野田市 

ブラジル文化交流会 
（熊谷 たえこ） 

山陽小
野田市 

 

団体名（代表者名） 所在地 

しものせき ここはぐ 
（是澤 アイ）       

下関市 

下関空襲・終戦展実行委員会 
（瀬谷 由美子） 下関市 

田中絹代メモリアル協会 
（酒本 哲也） 

下関市 

角島灯台会 
（藤岡 達雄） 

下関市 

（一社）彦島ぽれぽれ 
（緒方 幸子） 

下関市 

豊北町自然観察指導員会 
（広瀬 徹） 

下関市 

NPO 法人 IRIS 
（濱田 剛士） 宇部市 

子育て応援室スマイル 
（松岡 幸子） 

宇部市 

NPO法人ワン・フォー・オール 
（河野 邦彦） 宇部市 

こどもと本ジョイントネッ
ト２１・山口  
（山口 智子） 

山口市 

NPO 法人山口せわやきネッ
トワーク 
（児玉 頼幸） 

山口市 

（一社）絆スポーツクラブ萩 
（大田 忠男） 萩 市 

 

団体名（代表者名） 所在地 

STAND Still 山口 
（野口 麻衣子） 防府市 

NPO 法人ぼうぼうネット 
（山本 一夫） 

防府市 

遊びと育ちのインクルーシブ
架け橋会 
（橋本 尚理） 

岩国市 

岩国くらす隊未来係 
（原 充世） 

岩国市 

宇野千代顕彰会 
（島津 教恵） 

岩国市 

子育てサポートにじのわ 
（小原 夕依） 

岩国市 

美竹林ボランティア錦川 
（植田 敏彦） 

岩国市 

子どもが安心する居場所づ
くり ともそい 
（林 美香） 

柳井市 

ふるさと維新YYプロジェクト 
（山本 恭兵） 

柳井市 

想いを繋ぐブランディング
MNY 
（惠良 賀子） 

周南市 

山口県空襲展実行委員会 
（工藤 洋三） 

周南市 

難病サポート familia やま
ぐち 
（岩屋 紀子） 

山陽小
野田市 

 

当財団では、本県の県民活動を支援するため、団体

の立ち上げ・自立を支援する「ゆめプログラム」、地域

における社会的課題の解決を支援する「はなプログラ

ム」により、県民活動団体にきらめき活動助成金を交

付しています。 

令和８年度は３２団体の助成を決定し、５月１５日 

に助成金交付式を防長苑（山口市）で開催しました。 

当日は、御出席いただいた２９団体の代表の方に村 

岡理事長から交付決定書が手交され、「新たに県民活動

に取り組む団体や、一層の飛躍を目指す団体のモデル

となるよう活躍を期待しています」とエールが送られ

ました。 

また、交付団体を代表して、 

難病サポート familia やまぐち 

（山陽小野田市）の代表 岩屋 

紀子さん（右写真）が、「地域 

の課題を自分ごととしてとらえ、 

楽しみながら活動を行っていき 

ます」と決意表明をされました。 

○課題解決支援「はな」プログラム 


